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（http：//www.akitaikyo.or.jp）

参加者の感想
　齊藤　千真（小6）鹿角市（尾去沢）
　「リーダーとは」や田沢湖についてふだん考えない
ようなことをたくさんしることができておもしろかっ
た。田沢湖スキー場にのぼったときの景色がとてもき
れいだった。他の学校の人と泊まることがはじめてで
きたのでまたやりたい。３日間いっしょにすごしてき
た仲間と協力できた。わかれるのがとてもつらい。
　佐藤　璃空（中3）大館市（SNOW）　
　リーダースクールを通して学んだことは、みんなを
まとめる力をつけたことです。みんなをまとめて、す
ばやくてきぱき行動することができました。今回初め
て参加して、たくさん学んで成長することができまし
た。またこのような機会があれば参加していきたいです。
　四関　星翔（小6）横手市（ADVANCE）
　アウトドアクッキングでカレーを初めて作ったのが
楽しかった。小運動会ではほとんど最下位だったけど
楽しかったので心に残りました。いつもリーダーがて
きぱきと働いてくれてうれしかった。
　小日山泰雅（小6）大潟村（大潟小野球）
　ボッチャは障がい者でも一般の人でも楽しめるス
ポーツで、パラスポーツに興味を持った。小運動会は

みんなと協力して楽しいスポーツがたくさんできた。
特に大縄跳びはみんなで協力してできたので楽しかった。
　大沢絵美莉（小5）上小阿仁村（かみこあに）
　最初は知らない人ばっかりでこわかったけどだんだ
ん話しかけてもらって仲良くなれてよかった。クニマ
スのことを学んだことやみんなと協力しておいしいカ
レーを作ったこと、小運動会でいろんなレクリエーション
をしたことが心に残っています。
　土方　優愛（中1）にかほ市（にかほ市リーダー会）
　最初は全く知らない人がたくさんでこわかったけ
ど、この３日間でたくさんおしゃべりや交流ができま
した。キャンプファイヤーもあつかったけどいい思い
出になりました。他にも山登り、ボルダリング、パラ
スポーツなどできて楽しかったし、たくさん学べてよ
かったです。
　三政湖乃美（小5）大館市（SNOW）
　文化学習活動で、田沢湖や昔、田沢湖にいたクニマ
スについて知ることができました。アウトドアクッキ
ングや自由交流のときは、他の子たちと仲を深めるこ
とができて楽しかったです。トレッキングやボルダリ
ング、パラスポーツ、ニュースポーツではやったこと
のないことをたくさんさせてもらって、貴重な体験が
できてよかったです。
　齋藤　　和（小6）仙北市（西明寺・桧木内ミニバスケットボール）
　アウトドアクッキング、キャンプファイヤーなど、
みんなと協力し役わり分たんをしてこうりつよく進め
ることができてよかったです。リーダーのゆきちゃん
が優しくて
話しかけや
すく、とて
も楽しかっ
たです。

●期　日　7月28日（金）～30日（日）
●会　場　仙北市　田沢湖スポーツセンター
●参加者　小学5年～中学生55名、リーダー７名
　　　　　引率指導者８名（各市町村より）
●概　要　野外活動やスポーツ、集団生活等を通
して２泊３日の研修を行った。８つの分団に分か
れ、運動会や野外炊飯等に取り組みながら交流を
深めた。県リーダー会が各種プログラムを立案、
運営しリーダーとしての研鑽の場にもなった。
主なプログラム　スポーツ活動、文化学習、レクリ
エーション、講義（スポーツ少年団、リーダーについ
て）、トレッキング、パラスポーツ、野外炊飯、キャン
プファイヤー、小運動会、まとめ（寄せ書き等）

秋田県スポーツ少年団創設60周年記念事業
第60回秋田県スポーツ少年大会（兼）令和5年度秋田県ジュニア・リーダースクール



スポーツ少年秋田 第83号　3

●軟式野球
　８月８日～11日（さきがけ八橋球場）
●参加数　１６団　314名
●優勝　西仙北Ｂ．Ｃスポーツ少年団

第46回秋田県スポーツ少年団（競技別）交流大会

東北ブロックスポーツ少年団競技別交流大会

夏期は３種目において、競技を通じて交流を深めた。（※成績は団体のみ掲載）

●サッカー
　６月17日～18日（あきたスカイドーム）
●参加数　32団　736名
●優勝　仁井田サッカースポーツ少年団

○第45回全国軟式野球交流大会
　東北Ⅰブロック代表決定大会
　７月８日　　岩手県　大平球場

　参加団　天王ビクトリーズ野球スポーツ少年団（潟上市）

○第43回東北ブロックサッカー交流大会
　７月16日～17日　　秋田県　あきたスカイドーム

　参加団　仁井田サッカースポーツ少年団（秋田市）

　　　　 大住サッカースポーツ少年団（秋田市）

●バレーボール
　７月29日～30日
　（CNAアリーナ☆あきた）
●参加数　54団　674名

●優勝　（各ブロックごと）　
A：象潟　B：VCフェニックス　C：金浦　D：雄和　E：VCうご　F：大曲　G：港北　H：旭南
I：VC YOKOTE　J：能代ドリーム　K：桜　L：きみまちウィンズ　M：大雄　N：牛島
O：秋田ブレイザーズ　P：仁井田
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●期　日　7月27日（木）～8月14日（月）
●受け入れ先　バイエルン・スポーツユーゲントⅡ
●参加者　佐々木胡桃（にかほ市）、横井心（大館市）
　（東北グループ 団員７名、指導者１名、計８名）

 日独同時交流を終えて
佐々木　胡　桃（ジャングルkidsスポ少 専２）

　私たち東北グループは、バイエルン州のChamと
いう街を中心に、地域の子どもたちやチェコの子ど
もたちと、様々なスポーツを通して交流を深めまし
た。また、サッカーチーム“バイエルン・ミュンヘ
ン”のホームであるアリアンツアレーナを見学した
り、ノイシュバンシュタイン城やレーゲンスブルク
をはじめとする観光名所や歴史ある街を訪れたり、
ドイツとチェコの国境でチューチュートレインをし
たり、他にもいろいろな場所を訪れ、書ききれない
ほどの貴重な体験をしてきました。
　１日１日がとても濃く、約２週間の滞在は本当に
あっという間でした。それは、単に訪れた場所が楽
しかっただけではなく、受け入れ先で出会ったたく
さんの方々が、私たちのためにいろいろな準備を
し、歓迎してくれたおかげだと思います。
　今回の交流に携わり、より良い交流になるよう尽
力してくれた全ての人に感謝しています。最高の夏
になりました！ありがとうございました！
Vielen Dank!

 日独同時交流に参加して
横　井　　　心（SNOWスポ少 高２）

　今回は、50周年記念ということで東京から始
まった日独同時交流。ドイツだけではなく、東京で
も多くのことを学ぶことができました。日本に来た
ドイツ団のみんなと交流し、簡単なドイツ語を学ん
だり、ドイツ人の雰囲気を知ることができ、出国前
に日本で交流できたことでよりドイツへ行くのが楽
しみになりました。
　ドイツでは、毎日がとても楽しい2週間でした。
楽しいことだけでなく大変なことも多くありました
が、充実した日々を過ごすことができたと思いま
す。一番大変に感じたことはやはり言語です。私の
ホームステイ先の子は、10歳だったため英語が話
せず翻訳機頼りになってしまいました。しかし、な
るべく自分の言葉で伝えられるよう、覚えたてのド
イツ語を少し話したり、ジェスチャーを使い頑張り
ました。グループ活動では、スポーツ活動やダンス
などでドイツのスポ少の子たちと交流しました。言
葉が伝わらなくてもお互いにスポーツのコツやダン
スを教え合いながら活動することで、より絆が深ま
りました。
　今回の交流で私は、最高の仲間と最高の家族に出
会えました。一生忘れない夏の大切な思い出になっ
たと思います。ドイツで学んだことをこれからのス
ポ少活動や日々の生活に生かしていきたいです。

第50回日本スポーツ少年団同時交流 ドイツ派遣事業第50回日本スポーツ少年団同時交流 ドイツ派遣事業第50回日本スポーツ少年団同時交流 ドイツ派遣事業



スポーツ少年秋田 第83号　3

●軟式野球
　８月８日～11日（さきがけ八橋球場）
●参加数　１６団　314名
●優勝　西仙北Ｂ．Ｃスポーツ少年団

第46回秋田県スポーツ少年団（競技別）交流大会

東北ブロックスポーツ少年団競技別交流大会

夏期は３種目において、競技を通じて交流を深めた。（※成績は団体のみ掲載）

●サッカー
　６月17日～18日（あきたスカイドーム）
●参加数　32団　736名
●優勝　仁井田サッカースポーツ少年団

○第45回全国軟式野球交流大会
　東北Ⅰブロック代表決定大会
　７月８日　　岩手県　大平球場

　参加団　天王ビクトリーズ野球スポーツ少年団（潟上市）

○第43回東北ブロックサッカー交流大会
　７月16日～17日　　秋田県　あきたスカイドーム

　参加団　仁井田サッカースポーツ少年団（秋田市）

　　　　 大住サッカースポーツ少年団（秋田市）

●バレーボール
　７月29日～30日
　（CNAアリーナ☆あきた）
●参加数　54団　674名

●優勝　（各ブロックごと）　
A：象潟　B：VCフェニックス　C：金浦　D：雄和　E：VCうご　F：大曲　G：港北　H：旭南
I：VC YOKOTE　J：能代ドリーム　K：桜　L：きみまちウィンズ　M：大雄　N：牛島
O：秋田ブレイザーズ　P：仁井田

2　スポーツ少年秋田 第83号

●期　日　7月27日（木）～8月14日（月）
●受け入れ先　バイエルン・スポーツユーゲントⅡ
●参加者　佐々木胡桃（にかほ市）、横井心（大館市）
　（東北グループ 団員７名、指導者１名、計８名）

 日独同時交流を終えて
佐々木　胡　桃（ジャングルkidsスポ少 専２）

　私たち東北グループは、バイエルン州のChamと
いう街を中心に、地域の子どもたちやチェコの子ど
もたちと、様々なスポーツを通して交流を深めまし
た。また、サッカーチーム“バイエルン・ミュンヘ
ン”のホームであるアリアンツアレーナを見学した
り、ノイシュバンシュタイン城やレーゲンスブルク
をはじめとする観光名所や歴史ある街を訪れたり、
ドイツとチェコの国境でチューチュートレインをし
たり、他にもいろいろな場所を訪れ、書ききれない
ほどの貴重な体験をしてきました。
　１日１日がとても濃く、約２週間の滞在は本当に
あっという間でした。それは、単に訪れた場所が楽
しかっただけではなく、受け入れ先で出会ったたく
さんの方々が、私たちのためにいろいろな準備を
し、歓迎してくれたおかげだと思います。
　今回の交流に携わり、より良い交流になるよう尽
力してくれた全ての人に感謝しています。最高の夏
になりました！ありがとうございました！
Vielen Dank!

 日独同時交流に参加して
横　井　　　心（SNOWスポ少 高２）

　今回は、50周年記念ということで東京から始
まった日独同時交流。ドイツだけではなく、東京で
も多くのことを学ぶことができました。日本に来た
ドイツ団のみんなと交流し、簡単なドイツ語を学ん
だり、ドイツ人の雰囲気を知ることができ、出国前
に日本で交流できたことでよりドイツへ行くのが楽
しみになりました。
　ドイツでは、毎日がとても楽しい2週間でした。
楽しいことだけでなく大変なことも多くありました
が、充実した日々を過ごすことができたと思いま
す。一番大変に感じたことはやはり言語です。私の
ホームステイ先の子は、10歳だったため英語が話
せず翻訳機頼りになってしまいました。しかし、な
るべく自分の言葉で伝えられるよう、覚えたてのド
イツ語を少し話したり、ジェスチャーを使い頑張り
ました。グループ活動では、スポーツ活動やダンス
などでドイツのスポ少の子たちと交流しました。言
葉が伝わらなくてもお互いにスポーツのコツやダン
スを教え合いながら活動することで、より絆が深ま
りました。
　今回の交流で私は、最高の仲間と最高の家族に出
会えました。一生忘れない夏の大切な思い出になっ
たと思います。ドイツで学んだことをこれからのス
ポ少活動や日々の生活に生かしていきたいです。

第50回日本スポーツ少年団同時交流 ドイツ派遣事業第50回日本スポーツ少年団同時交流 ドイツ派遣事業第50回日本スポーツ少年団同時交流 ドイツ派遣事業



スポーツ少年秋田 第83号　5

楽しさは成長の原動力楽しさは成長の原動力 『全員野球』で夢をつかむて『全員野球』で夢をつかむ
　　　　横堀マイティ・ノーススポーツ少年団

保護者会　草　彅　健　悦
　当団は大仙市仙北地域の横堀小学校の児童で構成さ
れる野球チームです。今年度の団員数は17名と決し
て大きなチームではありませんが、『全員野球』を
モットーに、元気に声を出して楽しくのびのびと練習
に励んでおります。
　団活動としては、練習や試合の他、レクリエーショ
ンや懇親会で団員や保護者の交流を図ったり、また小
学校周辺のクリーンアップ活動やグラウンドの除草作
業等の地域貢献活動も実施しております。
　団員数の減少もあり、当団は今の６年生の代で最後
の活動となります。最後の年に、卒団された先輩方や
その保護者の皆様の想いを胸に『全員野球』で戦い、
目標としてきた高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マ
クドナルド・トーナメント秋田県大会において初優勝
を果たすことが出来ました。これもひとえにこれまで
の皆様のご支援やご協力のおかげだと感謝いたしま
す。
　残り僅かな活動となりますが、これからも団員・保
護者会・地域の方々との『全員野球』で頑張っていき
たいと思います。

　　　北秋田市ジュニア陸上クラブスポーツ少年団
指導部長　野　呂　康　一

　北秋田市ジュニア陸上クラブは、平成23年７月に
発足し、翌年の24年度からスポーツ少年団に加入し
現在に至っております。
　今年度は、北秋田市内の小学校３年生から６年生ま
での39名。練習場所は陸上競技場だけではなく、鷹
巣中央公園、北欧の杜と大自然の中だからこそ、いろ
んな地形を利用しながら月２回活動しております。
　当クラブは、かけっこの楽しさを多くの子供たちに
体感していただき、健全な精神の育成を図ることを目
的としており、選手強化・勝敗のみを考えての指導で
はなく、仲間意識と人を思いやる心、そして、何事に
も夢中になって取り組むことをクラブのコンセプトと
しております。
　遊び感覚での楽しさが自然と走ることにつながるの
です。私自身も特に陸上競技を誰かに教わったわけで
はなく、振り返れば小学校時代に夢中になった缶蹴
り、鬼ごっこ、縄跳び、逆立ちなどの遊びが自然と走
りにつながったと思っています。外遊びの機会が少な
い今だからこそ、クラブを通して運動遊びを楽しんで
ほしいです。今後もスタッフ一同、子どもたちと一緒
に楽しんでいきたいと思っています。

スポーツ少年団を支える指導者・育成母集団の声スポーツ少年団を支える指導者・育成母集団の声
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私 た ち の 団私 た ち の 団私 た ち の 団
各団の一行目は団名（市町村）、種目、団員数（学年）、活動場所、代表指導者

ＶＣうご女子バレーボール（羽後町）バレーボール25名（小1～小6）　旧明通小・旧元西小体育館　麻生　功希
西馬音内小学校　６年　吉田　心優

　現在は小３～小６までの25名で、学年関係なく仲良く活動しています。そして、バレーが大好きな仲間の集まりなので、お
互い切磋琢磨し合いながら日々の練習に励んでいます。
　「異体同心」という団のスローガンのもと、私達はバレーボールというスポーツを通して、次に挙げる力が身に付くよう
に活動しています。
１．感謝の気持ちと謙虚な姿勢　２．諦めない心と思いやる心　３．判断力・適応力・表現力
４．勝利から得ることのできる自信　５．敗北から学ぶ課題を見付け、自他ともに高め合う｡
仲間意識(絆)の構築
　週２回の練習の他に、私達のチームが強くなれるように、週末の練習試合も頑張っていま
す。勝つだけでなく、負けて悔しくて涙を流すこともありますが、みんなで励まし合って努力
し、自分達で上手になった、成長できたと思えた時は、本当にやりがいもあるし楽しいです。
そして、監督やコーチ、家族から「ナイスプレー！」と褒めてもらった時は最高に嬉しい気分
になり、大好きなバレーに一層打ち込んで、仲間と真の楽しさを追い求めたいという気持ち
にもなります。
　練習試合等で西馬音内に来たときは、名物の「冷やがけそば」をぜひ食べて帰ってくださ
いね。

下新城サッカースポーツ少年団（秋田市）サッカー10名　下新城小学校グラウンド　柏谷　勝信
下新城小学校　６年　中川　楽心

　私たち下新城サッカースポーツ少年団は、今年、新入団員が４人増え、10人で活動していま
す。下新城小学校の広いグラウンドで日々練習をしています。
　時にやさしく、時に厳しい監督の丁寧な指導のおかげで、団
員一人一人の成長が感じられます。試合の時には旭南サッカー
スポーツ少年団との合同チームで活動しています。６年生が少
なく３、４年生が多い中、試合の時には、特技を活かし頑張っ
ております。
　決起会や球納めの時は保護者の方々のがんばりで、皆で食事
をしたりゲームをしたりと、スポ少を楽しく笑顔にしてくれま
す。これからも監督や家族へ感謝の心を忘れない、そんな団に
していけるよう頑張ります。

鹿角FCジュニアサッカースポーツ少年団（鹿角市）サッカー30名　橋場　一秀
鹿角市立十和田小学校　６年　高橋　佑央

　僕がサッカーを始めたのは小学1年生です。2歳上のお兄さんがチームに入っていて、一緒にプ
レーしたいと思い入団しました。
　６年生になりキャプテンになりました。いつも心掛けてい
ることは、声を出して、チームのみんなとしっかりコミュニ
ケーションをとることです。練習のときは、自分ひとりでや
るのではなく、「チームみんなでできる！」を意識していま
す。
　いつも支えてくれているたくさんの方々への感謝の気持ち
を忘れずにもっと成長できるようにがんばっていきたいです。

オフィス環境のトータル・サポーター

●〒010-0063　秋田市牛島西一丁目５番１号
●TEL：018-884-7600　FAX：018-836-6088
● E-mail：info@assist-one.co.jp

■オフィス通販『アスクル』正規取扱店
■事務用品・事務用機器・ＯＡ機器・オフィス家具
■オフィスデザイン・プラニング設計

■防災・災害用品資機材
■ＯＡフロア、可動間仕切、造作家具
■インテリア製品及び内装工事設計施工
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楽しさは成長の原動力楽しさは成長の原動力 『全員野球』で夢をつかむて『全員野球』で夢をつかむ
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クドナルド・トーナメント秋田県大会において初優勝
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私 た ち の 団私 た ち の 団私 た ち の 団
各団の一行目は団名（市町村）、種目、団員数（学年）、活動場所、代表指導者
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す。これからも監督や家族へ感謝の心を忘れない、そんな団に
していけるよう頑張ります。
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　僕がサッカーを始めたのは小学1年生です。2歳上のお兄さんがチームに入っていて、一緒にプ
レーしたいと思い入団しました。
　６年生になりキャプテンになりました。いつも心掛けてい
ることは、声を出して、チームのみんなとしっかりコミュニ
ケーションをとることです。練習のときは、自分ひとりでや
るのではなく、「チームみんなでできる！」を意識していま
す。
　いつも支えてくれているたくさんの方々への感謝の気持ち
を忘れずにもっと成長できるようにがんばっていきたいです。
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令和４年度秋田県スポーツ少年団表彰令和４年度秋田県スポーツ少年団表彰

令和４年度日本スポーツ少年団顕彰令和４年度日本スポーツ少年団顕彰

●期　日　４月 28日（金）
●会　場　ANAクラウンプラザホテル秋田

◎市町村スポーツ少年団
八峰町スポーツ少年団

◎指導者
本間　金男（秋田市）、 渡部　純悦（能代市）、
青柳　正隆（大館市）、 佐藤　　勝（大仙市）、
菅原　宏樹（潟上市）

◎功労者
川辺　　茂（秋田市）、 遠藤　正幸（秋田市）、
山岡　郁雄（秋田市）、 鳥泻　　洵（大館市）、
吉田　隆久（由利本荘市）、 原田三智雄（潟上市）、
森川　大輔（八郎潟町）、 髙橋　辰巳（美郷町）

◎優秀指導者
伊藤　史一（秋田市）、 坂谷　浩英（秋田市）、
安原　幸男（大館市）、 仲澤　公明（大館市）、
大関　敏寛（潟上市）

◎優秀単位団
港北野球スポーツ少年団（秋田市）
中通バレーボールスポーツ少年団（秋田市）
河辺サッカースポーツ少年団（秋田市）
下浜野球スポーツ少年団（秋田市）
湯沢市ハンドボールスポーツ少年団（湯沢市）
横堀マイティ・ノーススポーツ少年団（大仙市）
鹿角 FC ジュニアサッカースポーツ少年団（鹿角市）

◎優秀母集団
附属スポーツ少年団育成会（秋田市）
きみまち柔道スポーツ少年団父母の会（能代市）
横堀マイティ・ノーススポーツ少年団（大仙市）

日本スポーツ少年団顕彰・秋田県スポーツ少年団表彰
　日本スポーツ少年団より功績のあった市町村スポーツ少年団と登録指導に贈られる賞で、令和４年度は、市町村ス
ポーツ少年団１団と登録指導者５名に伝達された。また、秋田県スポーツ少年団では、功労者８名、優秀指導者５名、優秀
単位団７団体、優秀母集団３団体を表彰した。

※「スポーツ少年秋田」は、ホームページ（http：//www.akitaikyo.or.jp）でもご覧いただけます。


